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℡問

11  アウトドア観光の拠点アウトドア観光の拠点

■期待される効果

①旅行形態、観光スタイルが大きく変化し、アウトド
アに視線が集中

②海水浴客中心の夏季集中型観光から、本格的なア
ウトドア観光を軸とした新しい観光ビジネスを創出し

「稼ぐ観光」へシフト
③旧留萌駅に隣接した「道の駅るもい」を中心とした新たな誘客
④地方の活性化に大きく寄与している「株式会社モンベル」との連携

留萌エリアが持つ恵まれた自然環境を存分に活かした
道の駅を核とした「アウトドア観光の拠点」づくり

「モンベルアウトドアヴィレッジるもい構想」策定
　道の駅るもい内に留萌エリアのアウトドア観光を進める拠点施設を整備し、管内全
体のフィールドやツアーなどの観光情報の集積、発信のほか、情報だけでなく実際
にアウトドア体験や、アウトドア商品の購入、さらには、休憩や滞在、様々なアクティ
ビティを体験することが可能な環境の整備を目指す。

新たな交流人口の増

まちなかへの人の流れ

滞在型消費の拡大 都市部企業からのワーケーション

アウトドアを活かした子育て、健康づくり

周辺エリアへの新たな投資

アウトドア体験ルートと里山・海洋環境保全

若者の働き場所移住・ふるさと納税

税収の増

×

■背景

　民間企業等と連携した「❶アウトドア観光の拠点」「❷未来志向型教育の拠点」「❸食料安全保　民間企業等と連携した「❶アウトドア観光の拠点」「❷未来志向型教育の拠点」「❸食料安全保
障の拠点」「❹再生可能エネルギーの拠点」「❺食品製造の拠点」といった5つの核・拠点形成づ障の拠点」「❹再生可能エネルギーの拠点」「❺食品製造の拠点」といった5つの核・拠点形成づ
くりによる新しい産業の創出と雇用・関係人口増に向けてチャレンジし、本市の持続的な発展をくりによる新しい産業の創出と雇用・関係人口増に向けてチャレンジし、本市の持続的な発展を
目指します。今月号からシリーズとして特集記事により、連載します。目指します。今月号からシリーズとして特集記事により、連載します。

特集特集

　　　　　　　　　　　　　　市・経済港湾課　　　４２－１８４０市・経済港湾課　　　４２－１８４０

日本海振興と留萌地域活性化に向けた日本海振興と留萌地域活性化に向けた
5つの5つの「核・拠点形成」づくり 「核・拠点形成」づくり シリーズ１シリーズ１
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 アウトドア・アクティビティ拠点施設

 コテージ棟、ユニット型キャンプ施設
 パドル体験施設等

概算事業費　約 12.2 億円
【うち市の負担額　約1.8～3.1億円】
※市の負担額は、「ふるさと応援基金」や「ＪＲからのまちづく
り支援金」などを活用し、さらなる軽減を図ります

事業規模、事業内容を
モンベルと協議

写真は南富良野町の道の駅写真は南富良野町の道の駅
複合商業施設のモンベル南富良野店複合商業施設のモンベル南富良野店

　モンベル直営店の誘致による新たな雇用と交流
人口をはじめとした関係人口の増加を図り、市内
で大きな消費効果、経済効果を目指します。　
　具体的な施設機能としては、モンベルのブラン
ド力や世界観を十分に活かし、アウトドア観光案
内のほか、登山やキャンプ、カヤック、サイクリ
ングなどのアウトドア関連商品の展示、販売のほ
か、体験、レンタル、さらには、誘客施設として
の複合機能を持たせ、道の駅内での相乗効果を高
めるための飲食、休憩など、市民や多くの観光客
などが利用できる機能を検討します。

　構想に示した芝生広場内での「コテージ棟」や
「キャンプ施設」などの滞在型施設については、
資材費高騰の影響もあり、多額の事業費が見込ま
れることから、今後の市の財政負担も考慮し、事
業規模、整備内容をモンベルと協議します。
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今年度
基本計画・基本設計
着手予定
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22    未来志向型教育の拠点【留萌高校】未来志向型教育の拠点【留萌高校】

①少子化や中学生の市外の高校への流出
②教育・子育て環境の充実と子どもたちの夢の実

現に向けた施策の充実化
③次の時代の留萌を担う人材の育成支援
④高校卒業までは地元で家族とともに過ごしても

らえる環境整備

地元唯一の高校である留萌高校の教育振興支援と
進路実現に向けた未来志向型教育の拠点

進路相談会などへの講師派遣
　生徒や保護者に対し
て、全国の受験生の現状
や進路を実現するための
取り組みなどを情報提供
するため、高校で行う進
路相談会などに河合塾の
講師を派遣します。

大学進学者向けオンライン特別講義
　高校では、日頃の学習
指導に加えて、同校教員
による夏期講習・冬期講
習を行い、生徒の希望進
路の実現に向けた取り組
みを行っています。
　市では、高校での学び
と連携し、学校や家庭での学習がより効果的なものに
なるように、大学進学者を対象にした河合塾札幌校の
講師によるオンライン特別講義を開催します。

学習教材
プログラム

　ＡＩ（人工知能）により、
生徒一人ひとりの理解度に
応じた出題を行うことで、
生徒の学力定着を目指す学
習教材プログラム（ＡＩド
リル）を使用する費用を補
助します。

アセスメントテスト
　高校での学びの重要性と
進路の選択が実現できるよ
うに、生徒自身が、資質・
能力による強みと課題を理
解するため、経験や知識を
活用して、現実的な問題解
決する力を測定するアセス
メントテストの実施費用を
補助します。

　　　　　　　　 ×　　　　　 との連携事業

■背景

℡問　　　　　　　　　　　　　　市・教育政策課　　　４２－３００６市・教育政策課　　　４２－３００６
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　　　　　　　　 その他の支援事業

１人１台端末等のＩＣＴ環境

　道立学校では、原則、各家庭で１人１
台端末を用意する必要があります。
　留萌高等学校教育振興会では、ＩＣＴ
を活用した学習を進めるため、学習用端
末（５１０台）を購入し、令和４年度か
ら留萌高校の全生徒に無償貸与していま
す。市では、この端末の購入に係る費用
の全額を補助しました。
　また、ＡＩ（人工知能）を活用した学
習教材プログラムが利用できるように環
境整備を行い、生徒の学力向上に向けた
支援をしています。

模擬試験・各種検定の受験　　　　　　

　希望する進路の実現に向けて、生徒が
留萌高校を通じて受験する模擬試験や各
種検定の受験料の半額を補助します。

学びの基礎診断実施
　大学入試などの対策として、基礎学力の
定着度を把握し、基礎学力の確実な習得
と学習意欲を喚起するため、文部科学省
が認定する基礎診断テストの実施費用を補
助します。

マナーセミナーへの講師派遣
　情報ビジネス科、電気・建築科の３年
生を対象として、社会人として求められ
る行儀・作法を学ぶ機会を提供するマ
ナーセミナーに講師を派遣します。
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留萌高校卒業生の大学合格延べ人数
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